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令和７年２月 報道機関との定例懇談会 要旨 
 

１ 日  時 令和７年２月３日(月)13：15～13：45 

 

２ 会  場 市長応接室 

３ 参 加 者 報道機関８社、市側 

４ 懇談の概要 

(1) 情報提供項目 

生涯学習のつどいやキッズ＆ティーンズ・アクティビティ、内間木同氷筍観察会など、市長か

ら 10 件お知らせした。 

 

(2) 記者との質疑応答 
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防災士について 

資料９「久慈市防災士ネットワークキックオフセミナー」について、防災士の方々

はこれまで連絡会という形で集まっていたと思うが、新たにネットワークを構築する

意図と、防災士の方々に期待する役割をお聞かせ願いたい。 

国や県から、日本海溝・千島海溝を震源とする地震への備えについて警告が発せら

れており、地域の自主防災組織の結成を急ぐ必要がある。また、災害時には地域ごと

に状況が異なるため、特に避難が困難な方がどこにいるのかを把握することが重要。

そのため、自主防災組織と防災士が地域ごとに連携し、より実効性のある避難として

いきたいと考えている。 

防災士の資格を取得したものの、具体的な活動方法が分からない方も多いと思われ、

自主防災組織や市との連携をさらに強化する必要がある。防災士の方々には、資格取

得後も継続的に学び、実践に活かしていただきたい。そのため、新たに取り組みを始

めることとし、そのキックオフセミナーを企画したところ。 

今回の取り組みでは、防災士の方々が主体となり、市がサポートする形が望ましい

と考えている。地域ごとに人口構成や高齢者の割合も異なるため、防災士がそれぞれ

の地域で力を発揮できる環境を整えていきたい。 

防災士の資格を取得しても、個人情報保護の観点から「誰が防災士なのか」を公表

しづらく、横のつながりが生まれにくいという課題があると思うが、どのように対応

される予定か。 

個人情報の保護は重要であり、公開を望まない方の意思は尊重しなければならない。

しかし、地域で誰が防災士なのか分からなければ、災害時の活動に支障が出る可能性

があり、本人の同意を得た上で、自主防災組織内で防災士の情報を共有できる仕組み

を検討している。 

避難所の運営においては、女性の役割が非常に重要だと思うが、この点について考

えをお聞かせ願いたい。 

 避難所の運営においては、トイレの配置や衛生管理など、女性の視点が不可欠。女

性防災士や自主防災組織に所属する女性も中心的な役割として避難所運営に参画でき

るよう体制を整えていきたい。今後の説明会などでも女性の参加を促し、避難所運営
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の環境整備につなげていきたい。 

なお、今年度の防災士資格試験では 49 名が受験し、47 名が合格。うち約３分の１程

度が女性。今後は、地域の実情に応じて女性防災士の活躍の場を広げていきたいと考

えている。 

 避難所では同じ空間でさまざまな人が過ごすことになるため、女性の視点も取り入

れることが重要。女性が発言しやすい環境と意見を積極的に取り入れ、万が一の場合

でも、誰もが快適に過ごせる避難環境を実現したいと考えている。 

 

リクエスト型最適経路バス「のるのす」について 

のるのすの運行状況について、運行実績や今後の見通しについてお聞かせ願いたい。 

12 月２日の運行開始記念式から運行を開始し、１月 31 日までの 48 日間運行した。

利用者からのアンケートや実施した課題等を踏まえ、来年度以降の運行を検討してい

る。 

今回の実証実験では、運賃を最大 300 円に設定したところであり、乗車人数に応じ

た収入が得られるが、事業者と市で不足分の財政負担が発生する。その負担軽減や市

民バス、タクシー等を含めた公共交通の運行体系の見直しなど総合的に判断し、今後

の運行方針を検討していきたい。 

実証運行を２ヶ月間実施し、12 月は 751 名が利用、１月は若干増加し 879 名が利用

した。事業者では比較的多い利用者数と評価しているが、実証運賃 300 円で年間運行

が可能かどうか、利用者を増やすためには運行台数の増加なども考慮する必要があり、

運行の可能性について検討していきたい。 

以 上 



久慈市

報道機関との定例懇談会 提供資料 

日時：令和７年２月３日(月) 13：15～ 

場所：市長応接室 

番号 資料名等 担当課 備考 

１ 主要行事予定 各課共通 

２ 市民生涯学習のつどい 生涯学習課 

３ キッズ＆ティーンズ・アクティビティ 中央市民センター

４ 内間木同氷筍観察会 山形市民センター

５ えーびーマーケット 社会福祉課

６ 岩手県イー歯トーブ・8020 コンクール表彰状伝達式 保健推進課

７ 久慈市中高生海外派遣研修事業報告会 学校教育課 

８ 久慈柔道強化錬成会 生涯学習課 

９ 久慈市防災士ネットワークキックオフセミナー 防災危機管理課 

10 ＃３フェス、北三陸 DELI 商工観光課 

11 久慈市東日本大震災復興祈念式 総務課 
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10 00 15 00
14 00

9 00 11 30

9 15 11 30

TEL 0194-72-3711 FAX 0194-72-2301
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岩岩手手県県イイーー歯歯トトーーブブ  

88002200 ココンンククーールル表表彰彰状状伝伝達達式式  
 

 

 

 

日 時 : 令和 ７ 年 ２ 月 １９ 日（水） 

         13 時 15 分～ 

場 所 : 元気の泉 多目的ホール 

資料６



 

 

１   開 会 

２   挨 拶 

３  表彰状授与 

４  祝辞 

５  受賞者謝辞 

６  閉 会 

 

岩手県イー歯トーブ 

８０２０コンクール表彰状伝達式 

式 次 第 
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令和６年度久慈市中高生海外派遣研修事業報告会開催要項 

 

１ 目的 

（１） 海外研修から得た自己の課題に対する学びを確認するとともに、国際社会に対する見方

や考え方など広い視野で総合的に考えることができる力を養う。 

（２） 研修の成果を学校や地域、市民全体に発信することで、地域全体へ貢献しようとする意

識の高揚を図る。 

（３） 研修生の報告により、久慈市民の国際社会参加意識の高揚を図る。 

 

２ 期日及び会場 

 （１） 日 時：令和７年２月 22 日（土） ９：30～10：30 

 （２） 会 場：久慈市役所 車庫棟会議室２・３ 

 

３ 主催 

   久慈市 

久慈市教育委員会 

 

４ 対象者 

 （１） 報告者：令和６年度久慈市中高生海外派遣研修参加者 

 （２） 聴講者：①保護者 

         ②令和６年度研修参加者所属学校長（中学校２校、高等学校２校） 

         ③令和６年度海外派遣推進委員                      

         ④一般市民 

         ⑤久慈市・久慈市教育委員会（市長、副市長、教育長、教育委員、教育部長、その他職員） 

 

５ 内容 

 （１） 開会 

 （２） 市長あいさつ 

 （３） 研修報告 

      研修生報告（45 分程度） 

       スクリーンに画像を映しての発表 

        ・研修全体についての発表（全員） 

        ・個人発表（個別） 

 （４） 教育長の講評（約５分） 

（５） 閉会 

 

６ その他 

 （１） 報告者の送迎については保護者対応による。 

 （２） 開催周知のため久慈市の広報に開催の案内を掲載依頼するほか、市内中学・高校に開催

案内を送付する。 

 



令和６年度久慈柔道強化錬成会開催要項 

 

１ 趣  旨 

社会活動や学校活動等における、指導者及び競技者の知識と技術の向上を図ることに

より、競技力の向上及び柔道の普及・発展に資する。 

２ 主  催  久慈市教育委員会 

３ 主  管  久慈市柔道協会 

４ 期  日  令和７年２月 22日(土)から 23日(日) 

５ 会  場  久慈市立三船十段記念館柔道場 

        〒028-0082 久慈市川貫 5-20-230  TEL 0194-53-2210 

６ 参加対象  久慈市内の中学校及び高等学校に所属する指導者及び競技者 

７ 定  員  70名程度 

８ 講  師  岩手県柔道連盟強化部長 本波 邦盛 氏 講道館六段  

(ほか、岩手県柔道連盟強化指定選手) 

９ 内  容  立技、寝技に関する技術の指導及び強化練習 

        ※実技が中心となりますので、参加者は柔道着で受講願います。 

10 日  程       

（１）【１日目】２月 22日(土) 13:30～17:00 
13:30   14:00      14:15                  17:00 

受付 開講式 実  技 
１日目

終了 

 

（２）【２日目】２月 23日(日) 9:00～12:00 
9:00    9:15     9:30                          11:45    12:00   

受付 
２日目 

開始 
実  技 閉講式 

11 参加申込先及び申込期限 

(１）申込方法  別紙申込用紙に必要事項を記入し、郵送、ＦＡＸ等による申し込み。 

         なお、ＦＡＸの場合は、必ず電話で受信を確認すること。 

（２）申込期限  令和７年２月 1日（金） 

（３）申 込 先  〒028-8030 久慈市川崎町１－１ 

 久慈市教育委員会事務局 生涯学習課（担当：上山） 

         TEL 0194-52-2156  FAX 0194-52-2127 

12 受講料等   受講料は無料。ただし、昼食等は自己負担とする。 

13 そ の 他 

実技中の怪我、事故等については、全国市長会市民総合賠償補償保険の範囲内で補償

するが、それ以外は参加者自身の責任とするため、参加者はスポーツ安全保険等に加入

するとともに万全の配慮をすること。 
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「久慈市防災士ネットワークキックオフセミナー」開催要綱 

 

１ 目的 

○ 防災士が、その知識を活かし、地域の防災力向上の中心的役割を担うことを期待し、

セミナーを実施することで、防災士の防災知識及び技術の向上を図る。 

○ 「久慈市防災士ネットワーク」の取り組みへの参加を促進することで、防災士相互間

での研鑽を促進し、もって地域防災力の強化を図る。 

２ 日時 

  令和７年２月 22日(土) 13時 30分～16時 

３ 場所 

  久慈市防災センター ３階 防災教育ホール 

４ 対象者 

久慈市内に住所を有する又は在勤する者で、特定非営利活動法人日本防災士機構により

認証された防災士の資格を有する者 

５ 内容 

  ①【説明】内容：「久慈市防災士ネットワーク」の取り組みについて 

       説明：久慈市 防災危機管理課 

  ②【講演】演題：「防災士の活動に望むこと～事例紹介～」 

       講師：NPO法人岩手県防災士会宮古地区分会 防災士 

  ③【演習】内容：避難所運営ゲーム(ＨＵＧ)の実施 

       講師：久慈市 防災危機管理課 

 

「久慈市防災士ネットワーク」の取り組みについて 

１ 目的 

  防災士同士の情報共有の場を作ることにより、相互に防災知識を深め、また活動の場を

広げやすい環境を整え、もって地域防災力の強化を促進し、安全安心のまちづくりに資す

ることを目的とする。 

２ 取組みの内容 

  ・ LINE(オープンチャット機能)による情報交換の場の提供 

  ・ その他、本取組みの目的を達成するために必要な事業の実施 

３ 対象者 

久慈市内に住所を有する又は在勤する者で、特定非営利活動法人日本防災士機構によ

り認証された防災士の資格を有する者 

４ 参加の手続き 

  事務局へ、以下の申請書類を提出する。 

  ※申請書類の内容 

  ①参加申請書、②「防災士認証状(A4版賞状形式)」又は「防災士証(カード形式・氏

名等記載面)」の写し 

５ 参加費 

  無料 
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⑪成田 健児（盛岡市在住、R2.6～） 

経歴 成田クッキングセミナー 主宰 

盛岡誠桜高等学校 調理師パティシエ専科 科長 

≪備考≫調理師専門学校を卒業後、盛岡市内のレストラン

で勤務。その後母校で12年間専任教員として勤務。退職後

自身で料理教室を開講。盛岡市内高校で教鞭をとりながら、

個人で料理教室を開催中。 

支援分野 西洋料理、洋菓子を活用した総菜・お菓子のレシピ開発 

主な実績 〇紫波町内事業者に対し地場産リンゴを使用したアップルパイの開発及び、技術

指導 

〇黒米まんじゅうの品質向上についてのアドバイス 

生産者や事

業者へのメ

ッセージ 

 自分たちが作っている生産物を、さらに良い商品にし、皆さんに食べて頂ける

ように、皆で協力して頑張りましょう！ 



1 

久慈市東日本大震災復興祈念式～3.11 を忘れない～ 開催要項 

 

１ 趣 旨 

東日本大震災があった３月 11 日に、これまで歩んできた復興への道筋を改めて

確かめるとともに、今後の発展、そして津波防災意識の醸成のために、「久慈市

東日本大震災復興祈念式」を開催する。 

２ 主 催 

久慈市 

３ 日 時 

 令和７年３月 11 日（火）13時 45 分 

４ 会 場 

久慈市文化会館（アンバーホール）小ホール 

（岩手県久慈市川崎町 17 番 1 号 電話：0194-52-2700） 

５ 対 象 

 市民等 250 人程度 

(1) 市 民（広報周知） 

(2) 招待者（案内通知等） 

  ① 岩手復興局長 ② 知事 ③ 国会議員 ④ 県議会議員、市議会議員 

⑤ 関係機関等（自主防災組織含む） 

６ 行事内容 

主催者・来賓者挨拶、自主防災組織認定書授与、黙とう、献花 

７ 周知方法 

(1) 市 民 ２月 15日市広報にて周知 

(2) 招待者 案内通知 
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